
バス祭り企画概要

名称 バス祭り２００９

日時 平成２１年１０月４日（日） １０時００分～１５時００分

会場 石狩当別駅南口駅前駐車場及びふれあい倉庫

主催 当別町地域公共交通活性化協議会

後援 当別町、当別町教育委員会、北海道運輸局、社団法人北海道バス協会、ＪＲ北海道

ジェイ・アール北海道バス株式会社、北海道中央バス株式会社、北海道地方環境事務所

目的 当別ふれあいバスの利用促進を図るため、祭りを通してバスの有用性、地球温暖化への効

果を周知するとともに、バスの乗車を通じたイベントを実施して新規利用者の発掘を促す。

過程① バス車両展示などで大々的に宣伝、祭りへの集客を図る

過程② 来場者にふれあいバスに乗ってもらうイベントを開催、利用者層の発掘を図る

過程③ 今後の利用者増に繋がるよう工夫、収入実績・ＯＤ調査などで効果を出す

事業 ふれあい倉庫会場

地球温暖化に関するパネル展示・プロジェクタでの映像再生、

Ｊ－ＶＥＲに関する展示

ＤＭＶに関するパネル展示・プロジェクタでの映像再生（ＪＲ北海道）

当別駅前駐車場

バス車両展示会～バスと地球温暖化をテーマに、様々なバスと低炭素な乗り物を展示

① ＤＭＶ （ＪＲ北海道）

② ハイブリットバス （ジェイ・アール北海道バス、北海道中央バス）

③ ＣＮＧ（天然ガス）バス （ジェイ・アール北海道バス）

④ 当別ふれあいバス新規導入の小型ノンステップバス車両「ポンチョ」

天ぷら油回収イベント～持ってきてもらったら記念品を進呈

バスの乗り方教室およびバリアフリー教室の実施（北海道運輸局）

環境に関する企業出展（ＢＤＦやソーラー発電）などを行う

その他、飲食提供や縁日などを開催

ふれあいバス利用イベント

日曜日だが平日のダイヤで運行し、バスによる来場者に記念品をプレゼント。

祭りの１ヶ月前から車内でスタンプラリーを行い、来場の際に景品を渡す。

共催事業

とうべつさわやか駅伝

当別市街を周回する駅伝リレーを実施。時間は朝９時～１１時程度を予定。

表彰式に駅前広場会場を提供し、会場に人が滞留することで、啓発につなげる。

ふれあい倉庫「収穫祭」

収穫祭を祭りに合わせて実施。双方で宣伝することで相乗効果を期待する。

資料７



乗車 バスの利用促進を目的とするため、イベントの参加者に対して無料乗車券を配布し、会場

に来た人が一度はバスに乗ることを目指す。

宣伝 町内

① 広報とうべつへの掲載

② 町内の新聞折り込みとポスター掲示

③ バス通信により啓発

④ バス車内の音声映像案内システムを活用した宣伝

⑤ 小中学校でのチラシ配布や授業での啓発

町外

① 札幌市あいの里地区でのチラシ配布

② 札幌市内でのポスター掲示（特に学園都市線圏内）

③ インターネットホームページの整備（町ホームページ掲載内容の整理を含む）

④ 新聞社に対するプレスリリース

⑤ 関係機関の広報紙等への掲載依頼

事業イメージ
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